
様式Ａ（共通事項）

確認番号 建築主

工事名称 工事監理者氏名

令和　　　年　　　月　　　日

【敷地関係】　　（※　該当する項目について記入してください。）

確認日 結果 検査者欄

<記入上の注意>

　１．確認日欄には、項目を確認した月日を記入すること。

　２．必要な確認方法の欄は、目視確認（Ａ）、計測確認（Ｂ）、施工報告書等の確認（Ｃ）を示している。

　３．結果欄には、適合していれば「○」、不適合の場合は「×」を記入すること。

　４．検査者欄は記入しないこと。

必要な確認方法

　Ａ　　Ｂ

　Ａ　　Ｂ

備　　　考

擁壁設置の許認可
の有無

敷地境界線と外壁と
の距離

建物の高さ
（斜線制限）

確認の表示 　Ａ

　Ａ　　Ｂ

　Ａ　　Ｂ

　Ａ　　Ｂ

　Ａ　　Ｂ

　Ｃ

すみ切り

中間検査チェックシート

項　目

接道状況

敷地（道路）境界

敷地の高低差



様式Ｂ-１ 木造 （軸組工法、枠組壁工法）

項　目
確認
日

必要な確
認方法

結果 備　　　　考 検査者欄

1全体
Ａ

Ａ

２基礎・地盤
Ａ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　

３土台
Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

４火打ち材
Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

５ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

６柱
Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

ｃ）欠込み部の補強の確認

ｄ）接合部の確認

ｂ）材質の確認

ｄ）基礎のひび割れの確認
（地盤の不同沈下）

a）形状・寸法の確認

ｂ）材質の確認

ｃ）接合部の確認

a）形状・寸法の確認

ｂ）材質の確認

ｃ）偶角部設置の確認

a）形状・寸法の確認

ｂ）材質の確認

ｃ）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ配置・緊結の確
認

a）形状・寸法の確認

ｃ）床下換気口（又はこれに
代わるもの）の確認

確　認　事　項

a）柱、はり、壁、床の位置の
確認

ｂ）木材の品質（節・腐れ）の
確認

a）種類（布、ベタ等）の確認

ｂ）形状・寸法の確認



様式Ｂ-２

項　目
確認
日

必要な確
認方法

結果 備　　　　考 検査者欄

７横架材
Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

８耐力壁
　（筋かい） Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

９床組
Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

１０小屋組
Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

１１不具合
の処置方法

ｄ）たるき接合部の確認

ｂ）材質の確認

ｃ）必要な振止めの設置状況
の確認

a）形状・寸法の確認

ｂ）材質の確認

ｃ）欠込み部の補強確認

ｄ）接合部の確認

e）耐力壁配置の確認

ｆ）ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝの位置、耐力及
び施工状況

a）形状・寸法の確認

ｂ）材質の確認

ｃ）床板又は床下地の確認

ｄ）床高さ（又は床下防湿）の
確認

e）防腐措置の確認

ｆ）防蟻措置の確認

a）形状・寸法の確認

確　認　事　項

a）形状・寸法の確認

ｂ）材質の確認

ｃ）接合部の確認

ｄ）構造耐力上支障のある欠
込みの確認



様式Ｃ-１ 鉄骨造

確認
日

必要な確
認方法

結果 備　　　　考 検査者欄

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
1 加工工場の選
定 Ｃ
2 材料の品質確
認 Ｃ
3 組立精度の確
認 Ａ　Ｂ　Ｃ
4 製品検査１
（部材の寸法精
度測定）

Ａ　Ｂ　Ｃ
5 高力ﾎﾞﾙﾄ接合
部の処理 Ａ　Ｂ　Ｃ
6 製品検査２
（溶接接合部の
品質）

Ａ　Ｃ
7 全体

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
9 溶接接合部
現場溶接部分
の組立精度の
確認 Ａ　Ｂ　Ｃ

基礎工事

項　目

柱、はり、ﾌﾞﾚｰｽ、床板等の
配置（確認添付図書との照
合）

柱、はり、ﾌﾞﾚｰｽ、床板等の
寸法・形状（確認添付図書と
の照合）

架構の建方精度

溶接継目のくい違い

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ、へこみ等の断面
欠損

鋼材、高力ﾎﾞﾙﾄｾｯﾄ、溶接材
料の規格・品質等の確認

開先角度、ﾙｰﾄ面、ﾙｰﾄｷﾞｬｯ
ﾌﾟ、くい違い等の精度

部材の寸法精度

高力ﾎﾞﾙﾄ接合部の摩擦接合
面の処理、ﾎﾞﾙﾄ孔、ﾋﾟｯﾁ等

外観検査及び超音波探傷検
査結果

表示板による加工工場の類
別ｸﾞﾚｰﾄﾞ確認

8 溶接接合部
工場溶接部分
の外観・形状

割れ

その他の溶接部の外観・形
状

開先角度、ﾙｰﾄ面、ﾙｰﾄｷﾞｬｯ
ﾌﾟ、くい違い等の精度

溶接継目の種類（突合せ溶
接・隅肉溶接）

建築物の規模等の条件に見
合った類別であること

確　認　事　項

支持地盤の位置、種類地耐
力等の確認

基礎の種類、くいの工法、長
さ、径、位置、偏心等の確認
ベース寸法、主筋の径本
数、位置、偏心による補強等
の確認

地中ばりの断面寸法、主筋
径、本数、位置、定着方法、
継手（位置、長さ）、あばら
筋、径、間隔、形状、偏心に
よる補強等の確認



様式Ｃ-２

確認
日

必要な確
認方法

結果 備　　　　考 検査者欄

10 溶接接合部
現場溶接部分
の製品検査 Ａ　Ｃ

11
Ａ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
12 ﾎﾞﾙﾄ接合部

ﾄﾙｼｱ形ボルト Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ
13

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ
14 ﾌﾞﾚｰｽ接合部

Ａ　Ｂ　Ｃ
15 柱脚接合部

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
16 床ｽﾗﾌﾞ接合部

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ
17 帳壁等の接合

部 Ａ　Ｃ
18 不具合の処理、

検査結果及び
工事全般の考
察

溶接接合部
現場溶接部分
の外観・形状

ﾎﾞﾙﾄ接合部
ＪＩＳ形六角ボル
ト

ｼﾔｰｺﾈｸﾀｰ（頭付ｽﾀｯﾄﾞ）の施
工状況・検査結果

緊結金物の取付状況

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの締付状態

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄの径・本数・配置

床構造の形式
（合成ｽﾗﾌﾞ・　　　　　・　　　　）

柱脚接合工法の確認
（認定工法　　　　　　　　　）

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの保持・埋込方
法、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄの材質・形
状・板厚

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの材質・径・本数
及び配置とﾅｯﾄの高さ

溶接継目のくい違い

ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ等の断面欠損

割れ

その他の溶接部の外観・形
状

現場受入検査（ﾄﾙｸ係数値確
認・導入張力確認試験）

ﾎﾞﾙﾄの径、本数、ｽﾌﾟﾗｲｽ数、
ﾋﾟｯﾁ・縁あき

締付状態の確認（肌すき・ﾋﾟﾝ
ﾃｰﾙ破断・ﾏｰｷﾝｸﾞの状態）

締付機器の調整、現場受入
検査（導入張力確認試験）

ﾎﾞﾙﾄの径、本数、ｽﾌﾟﾗｲｽ数、
ﾋﾟｯﾁ・縁あき

締付状態の確認（肌すきの
有無・ﾏｰｷﾝｸﾞの状態）

ﾌﾞﾚｰｽ接合部の形状・板厚材
質・補剛材等

項　目 確　認　事　項

外観検査及び超音波探傷検
査結果

現場溶接部の部位

溶接継目の種類（突合せ溶
接・隅肉溶接）



様式Ｄ-１ 鉄筋コンクリート造

確認
日

必要な確
認方法

結果 備　　　　考 検査者欄

1 全体

Ａ　Ｂ

Ａ　Ｂ　Ｃ
2 基礎・地盤

Ａ　Ｂ　

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
3 柱
一般階主筋

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
最上階主筋

Ａ　Ｂ　Ｃ
最下階主筋

Ａ　Ｂ　Ｃ
定着・継手

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
帯筋

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ

Ａ　Ｂ　Ｃ

ｄ）最下階の主筋の基礎に対
する定着確認

e）主筋の継手位置の確認

ｆ）ふかしの大きさによる配筋
補強確認

ｇ）鉄筋径、間隔、本数及び
形状の確認

ｈ）主筋絞り部、折曲げ部の
帯筋補強の確認

i）仕口部分の帯筋の配置確
認

ｊ）第一帯筋と柱頭拘束帯筋
の位置確認

ｋ）帯筋のﾌｯｸ形状、あそび及
び結束の確認

ｃ）柱頭鉄筋の止まり高さ、主
筋の出隅のﾌｯｸの確認
最上階の主筋のはりに対す
る定着確認

項　目 確　認　事　項

a）柱、はり、壁、ｽﾗﾌﾞの位置
の確認

ｂ）かぶり厚さの確保
ｃ）鉄筋の材質の確認

a）支持地盤の位置、種類
地耐力等の確認

ｂ）基礎の種類、くいの工法、
長さ、径、位置、偏心等の確
認

ｃ）ベース寸法、主筋の径本
数、位置、偏心による補強等
の確認

ｄ）地中ばりの断面寸法、主
筋径、本数、位置、定着方
法、継手（位置、長さ）、あば
ら筋、径、間隔、形状、偏心
による補強等の確認

a）柱径寸法、主筋の径、本
数、配置（方向）、偏心による
補強等の確認

ｂ）２段筋の位置（間隔）の確
認



様式Ｄ-２

確認
日

必要な確
認方法

結果 備　　　　考 検査者欄

4 はり
はり主筋

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
定着・継手

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
ふかし、貫通
孔補強

Ａ　Ｂ　Ｃ
あばら筋

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
片持ばり
小ばり

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
5 スラブ
スラブ筋

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　
定着・重ね継
手

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
補強筋等

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ

a）ｽﾗﾌﾞ厚寸法、鉄筋のﾋﾟｯﾁ
と径の確認

ｂ）主筋配置（短辺・長辺とﾍﾞ
ﾝﾄﾞ配筋）と支持条件の確認

ｃ）定着の長さと方法（はり定
着、隣接ｽﾗﾌﾞ定着、段差ｽﾗ
ﾌﾞ定着）

ｄ）片持ｽﾗﾌﾞの定着と上端筋
位置確保（先端壁有無）

e）継手の位置と長さ

ｆ）床ｽﾗﾌﾞの出入隅部の補強

ｇ）開口部補強配筋確認

ｈ）階段部配筋と補強筋確認

i）設備配管による補強は考
慮されているか

ｊ）小ばり配筋の位置と定着
確認

項　目 確　認　事　項

a）はり断面寸法・はり主筋の
径、本数及び位置の確認

ｂ）中吊り筋の間隔の確保、
長さの確認

ｃ）はり筋の定着長さ、位置
確認

ｄ）重ね継手の位置と長さ確
認

e）はり筋出隅部の末端ﾌｯｸ
確認

ｆ）ふかしの補強方法が適切
か、貫通孔補強筋の確認

ｇ）あばら筋の径、本数（副あ
ばら筋共）とﾋﾟｯﾁの確認

ｈ）あばら筋のﾌｯｸ形状、あそ
び及び結束の確認

i）片持ばり主筋の定着、あば
ら筋位置確認



様式Ｄ-３

確認
日

必要な確
認方法

結果 備　　　　考 検査者欄

6 壁
壁筋

Ａ　Ｂ　Ｃ
定着・重ね継
手

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
補強筋等

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｂ　Ｃ
7 その他

設備配管等
Ａ　Ｃ

ｶﾞｽ圧接継手

Ａ　Ｂ

Ｃ
特殊鉄筋継
手

Ａ　Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ｂ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ

Ａ　Ｃ
8 不具合の処
置及び検査結
果の考察

型枠並びに既
存打設部分
状況確認

e）ｽﾘｯﾄ（完全・部分）の位置、
形状及び配筋確認

a）設備配線管（ＣＤ管等）の
配置確認

ｂ）形状

ｃ）強度確認

ｄ）認定・評定工法の確認

e）型枠及び支柱の締付け、
清掃状況確認

ｆ）ｼﾞｬﾝｶ処理、型枠材等木片
撤去補修確認

ｇ）基礎、柱、はり、床板、壁く
体寸法の確認

ｈ）型枠支柱存置期間の確認

i）ｺﾝｸﾘｰﾄ打設後の養生

ｊ）ｺﾝｸﾘｰﾄの調合及び圧縮強
度の確認

ｄ）開口補強配筋確認

項　目 確　認　事　項

a）壁厚寸法、鉄筋のﾋﾟｯﾁと径
の位置(土圧壁主筋・階段受
け筋）の確認

ｂ）定着確認（はり、柱、ｽﾗ
ﾌﾞ、壁定着）

ｃ）重ね継手の位置と長さの
確認


